
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　「阿賀野川水辺プラザ」（国土交通省、新潟市が整備）の積極的活用により、
その存在を多くの方に知っていただくとともに、周辺住民の心の安らぎの場とし
てだけでなく、流域住民の交流促進、将来に向けたさらなる「親水空間」の発
見・創出、文化形成を目的として実施する。

日 時：平成26年9月14日（日） 10:00～15:00
会 場：阿賀野川左岸河川敷「水辺プラザ」（新潟市秋葉区金屋）
プログラム：
　●特設ステージ：セレモニー、キャラクターショー、音楽･ダンスライブ　等
　●PRコーナー：地震･降雨体験、警察･消防車両展示　他関係団体出展
　●体験コーナー：水上バイク、ふわふわ遊具、ショットガンタッチなど
　●飲食物販コーナー
参加者：11,000人

主 催：阿賀野川フェスティバル実行委員会
　　　　（新潟市､国土交通省阿賀野川河川事務所､新潟日報社､新津建設業協同組合）

後 援：(一社)北陸地域づくり協会、新津観光協会、(株)新潟日報事業社、
　　　　阿賀野川漁業協同組合ほか地元放送各社
協 力：(一社)新津青年会議所、秋葉警察署ほか7団体

新潟支所

　平成13年度より実施しており、今回で14回目。毎回1万人前後の集客があり、
地域を挙げた取り組みとして定着している。
　ふだんはあまり足が向かない河川空間へと誘導し、その価値の再発見を促す
とともに、公共空間の愛護美化や各種体験活動を通じた防災･安全意識の啓発
など、さまざまな「気づき」をもたらす契機となっている。
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会場全景とステージ前の
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5-1．事業費内訳　（実績額） 5-2．事業費内訳（詳細）
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・

・

・

・

・

６．公益目的事業の適用･視点・チェックポイント対応説明

②目的を達成するプログ
ラム

河川空間の有効活用の促進、河川愛護や防災意識
の高揚といった趣旨に合致。

③専門家の関与
各種体験活動には、その内容を熟知した行政職員
等が関与。

①不特定多数の利益

◆作成上の留意事項
1. 詳細はできる限り数量、委託、使途が明確になるように記入する。
2. 負担金、協賛金、会費等については、使途が公益目的支出として適正かどう
　かを判断できる決算書等の資料を別途添付する。
3. 本内訳には、事業実施に係る所属の人件費を含めない。

事業区分 体験活動等

金　額 摘　要200,000 円

地域活性化･振興支援事業

種別･細別

事業名
（大項目）

地域づくり活動促進事業 分類名
（中項目）

対応説明

円

円

円
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事業名
（個別メニュー）

阿賀野川フェスティバル 事業経緯 継　続 実施体制 後　援 担当所属 新潟支所

合　計 200,000

円

円

円

円 協賛金 200,000

合　計 200,000

市報やポスター・チラシによる案内のほか、新聞掲
載、ラジオ放送、ホームページで一般に周知。

チェックポイント

一般社団法人 北陸地域づくり協会<ｐ２>


